
ア
ッ
プ
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
が
天
皇
杯
等
で
快

進
撃
を
続
け
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

い
わ
き
市
を
東
北
一
の
都
市
に

す
る
」
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、

ユ
ー
ス
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育

成
に
取
り
組
む
な
ど
将
来
に
向

け
布
石
も
打
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
は
、Ｊ

リ
ー
グ
へ
の
昇
格
を
見
据
え
、

サ
ッ
カ
ー
の
み
な
ら
ず
日
常
的

な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性

も
兼
ね
備
え
た
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
を
計
画
し
て
お
り
、
い
わ
き

市
で
も
、
今
年
度
、
事
業
可
能

性
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
に
、
ま
ち
づ
く

り
の
面
で
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
が
、
い
わ
き
市
が
東

北
一
の
都
市
を
目
指
す
に
は
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
最
も
大
き
い

立
地
は
小
名
浜
港
エ
リ
ア
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の

Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
へ
向
け
た
応
援

と
ス
タ
ジ
ア
ム
の
小
名
浜
へ
の

誘
致
に
向
け
、
地
域
が
力
を
合

わ
せ
運
動
を
展
開
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

小
名
浜
港
の
港
湾
背
後
地
に

は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
開
業
し
ま

し
た
が
、
震
災
前
は
年
間
２
５

０
万
人
も
の
人
々
が
訪
れ
た
ア

ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
は
、
見
た

目
こ
そ
被
災
前
の
姿
に
復
し
て

い
る
も
の
の
、
以
前
の
賑
わ
い

は
取
り
戻
し
て
い
ま
せ
ん
。
核

と
な
る
施
設
を
生
か
し
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、
更
な

る
投
資
を
呼
び
込
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
小
名
浜
へ
の
来
訪
者

を
い
わ
き
市
内
に
回
遊
さ
せ
る

仕
組
み
、
定
住
人
口
の
減
少
を

交
流
人
口
の
増
加
で
補
う
仕
組

み
を
創
り
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
は
そ
う
し
た
小

名
浜
の
ま
ち
づ
く
り
の
「
完
成

形
」
に
向
け
起
爆
剤
と
な
る
も

の
で
、
３
６
５
日
ワ
ク
ワ
ク
感

で
満
た
さ
れ
た
エ
リ
ア
づ
く
り

を
通
し
て
、
い
わ
き
市
全
体
の

活
力
の
源
泉
を
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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昨
年
、
小
名
浜
で
は
、
小
名

浜
港
背
後
地
整
備
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
都
市
計
画
道

路
平
磐
城
線
（
通
称
「
鹿
島
街

道
」）
の
小
名
浜
港
ま
で
の
延

伸
・
４
車
線
化
や
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
い
わ
き
小
名
浜
の
オ
ー
プ
ン

な
ど
、
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
が
地
域
の
皆
さ
ま
と
描

い
て
き
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
様
々
な
形
で
実
現
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
小
名
浜
マ
リ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
が
完
成
し
、
小
名
浜
港

東
港
地
区
の
整
備
や
３
号
ふ
頭

の
緑
地
整
備
が
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
港
湾
エ
リ
ア
の
開
発
も
加

速
し
て
い
る
と
と
も
に
、
常
磐

自
動
車
道
と
港
湾
エ
リ
ア
を
結

ぶ
ふ
く
し
ま
復
興
再
生
道
路

「
小
名
浜
道
路
」
も
平
成　

年

代
前
半
の
開
通
を
目
指
し
工
事

が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

数
年
間
で
小
名
浜
の
ま
ち
は
ま

す
ま
す
進
化
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
さ
に
港
と
ま
ち
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化

に
よ
り
、
小
名
浜
百
年
の
計
を

見
据
え
、
ま
ち
が
大
き
く
変
貌

を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
ア
ン
ダ
ー

ア
ー
マ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す

る
株
式
会
社
ド
ー
ム
が
い
わ
き

市
に
進
出
し
、
同
社
が
バ
ッ
ク

小
名
浜
に
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
誘
致
す
る
会

しおさいかわら版
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平
成
　
年
８
月
、「
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
小
名
浜

に
誘
致
す
る
会
」
が
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
佐
藤

毅
会
長
を
発
起
人
代
表
と
し
て
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
百
年

の
計
を
賭
け
、
ス
タ
ジ
ア
ム
誘
致
へ
向
け
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

30

30

カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
あ
る
Ｂ
Ｃ
プ
レ
イ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム（
上
）

夜
に
な
る
と
建
物
が
水
面
に
映
し
出
さ
れ
幻
想
的（
下
）

▲

小名浜港長期構想のイメージパース ( 平成28年12月福島県策定 )
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　　　随時 FB に活動状況を
　　　アップしています。
見つけたらぜひ、
してください。

小名浜まちづくり市民会議では随時、会員募集しています。学生さんも、働くお父さんも、子

育てに励むお母さんも、年齢は問いません。皆さんも一緒に素敵な未来の小名浜を創りませんか?

　　年会費　個人会員：3000円　企業会員：20,000円　団体会員：12,000円

お問い合わせ・お申し込みは：いわき市小名浜字本町11-1（まちづくりステーション小名浜）
　　　　　　　　　　　　　　TEL：52－1275　　FAX：52－1415
　　　　　　　　　　　　　　http://www.onahama.Ｊp/　　E-mail：info@onahama.Ｊp

会
員
募
集

小名浜に住む人、小名浜を心から愛する人、小名浜を
輝かせたいと思っている人々が集まり、関係機関・団
体と協働で小名浜のまちづくりを進めている団体です。

小名浜まちづくり
市民会議とは…

この広報紙は、小名浜地区行政嘱託員（区長）連合会の御協力により配布しております。
©小名浜まちづくり市民会議／GAINA

　

１
月　

日
（
木
）、
小
名
浜
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
全
体
会

議
が
、
ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
小
名
浜
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
新
た
な
小
名
浜
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
～
基
本
構
想
～
」

と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

策
定
特
別
委
員
会
の
川
田
政
雄

委
員
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
小
名
浜
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
の
歴
史
を
年

表
を
活
用
し
て
説
明
し
、
次
に
、

第
２
期
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
、「
実
現
し
た
こ
と
」「
継
続

中
の
こ
と
」「
出
来
な
か
っ
た

こ
と
」
に
分
け
検
証
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
第
３
期
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ

く
り
の
為
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
テ
ー
マ
を
、「
小
名
浜

港
湾
背
後
地
に
新
た

な
魅
力
の
創
造
」「
市

街
地
核
の
再
編
」「
少

子
化
を
背
景
に
小
中
学
校
そ
の

他
の
公
共
施
設
の
統
合
再
編
」

「
高
齢
化
を
見
据
え
て
公
共
交

通
の
整
備
」
の
４
つ
に
設
定
し
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
班
ご
と
に
発
表
が

な
さ
れ
、
後
日
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
改

訂
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

１
月
全
体
会
議

が
、
今
も
防
波
堤
で
小
名
浜
港

を
通
る
船
を
迎
え
入
れ
て
い
る

姿
を
初
め
て
目
に
し
て
驚
く
人

も
い
ま
し
た
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
小
名
浜
の
海
・

港
が
体
験
で
き
、
参
加
者
は
、

と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
（
土
）、
将
来
の
い

わ
き
市
を
担
う
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
に
小
名
浜
の
海
や
港
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

地
域
学
特
別
体
験
講
座
「
小
名

浜
み
な
と
塾
」
を
開
講
し
ま
し

た
。

　

児
童
・
生
徒
と
保
護
者　

名

が
参
加
し
、
国
土
交
通
省
小
名

浜
港
湾
事
務
所
の
業
務
艇
に
乗

り
込
み
、
海
上
か
ら
小
名
浜
港

を
観
察
し
ま
し
た
。
埠
頭
は
国

際
条
約
に
よ
り
一
般
の
人
が
入

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
普
段
は

見
ら
れ
な
い
港
の
姿
に
参
加
者

は
興
味
深
々
。
ま
た
、　

年
前

に
小
学
生
が
描
い
た
魚
の
絵

　

毎
朝
６
時
に
小
名
浜
の
街
に

響
く
の
は
浄
光
院
の
梵
鐘(

ぼ

ん
し
ょ
う)

の
音
で
す
。
同
寺

は
江
戸
時
代
、
磐
城
平
藩
内
藤

家
時
代
に
小
名
浜
御
殿
が
置
か

れ
た
西
側
に
あ
り
、
内
藤
露
沾

(

ろ
せ
ん)

が
訪
れ
撰
ん
だ
「
小

名
浜
八
景
」
の
一
つ
「
虎
山
の

晩
鐘
」
の
場
所
。

　

こ
の
頃
の
鐘(

古
鐘)

は
寛
文

年
間
に
つ
く
ら
れ
、
現
存
す
る

鐘
は
、
延
享
５
年

(

１
７
４
８)

に
磐
城
平
の
椎
名
久
兵
衛
国
光

に
よ
り
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
鐘

に
は
「
一
折
鐘
聲　

當
願
衆
生

　

脱
三
界
苦　

得
見
菩
薩
」
の

願
文
と
、
小
名
浜
四
ヵ
村
の
名

主
と
寄
進
者
名
、
小
名
浜
代
官
・

竹
垣
次
部
右
衛
門
と
代
官
所
詰

役
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

２
５
０
年
前
の
「
浄
光
院
梵

鐘
」
は
、平
成
６
年(

１
９
９
４)

に
市
指
定
有
形
文
化
財(

工
芸

品)

に
な
り
ま
し
た
。

小名浜まちづくり市民会議会員の皆様へ

全体会議開催のお知らせ
　２月28日午後 6時 30分より、まちづくりステーション小名浜3階に
おいて、２月全体会議を開催します。今月はいわき地域学会 副代表幹事
の夏井芳徳氏を講師にお招きし「小名浜の戊辰戦争」について講演して
頂く予定です。会員の皆様はお誘い合わせの上、是非ご参加ください。
　また、全体会議は毎月第４木曜日、今後の予定は３月は 28 日、４月は
25日を予定しましす。お繰り合わせの上、ご参加ください。

小
名
浜
学
事
始
め

『
浄
光
院
の
梵
鐘
』

31

19

19
16

▲沖防波堤の内外両面に魚の絵が描かれています

締切間近！お問い合わせTEL53－5175


